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 与野党支持者によるデモ行進等に関する注意喚起 

 

１月２３日，カラカス首都圏の下記の場所において，与野党支持者によるデモ行進が予定

されています。与党支持者によるデモ行進の出発場所は概ね判明していますが，野党支持者

の出発場所等は現在のところ不明です。両者の通るルートによっては，衝突して暴徒化する

恐れがあることから，下記の情報をご参照頂き，デモ行進や集会の場所には近付かないよう

にお願いします。 

記 

 

１ デモ行進の予定 

（１） 与党支持者によるデモ行進 

ア 目的 

  平和・非暴力を訴え，野党勢力による不安定化の意図を抑えるため。 

イ 開始日時 

１月２３日（水）時間不明 

   ウ 集合場所等 

     ミランダ公園，ラ・バンデラ地区，カラカス西部の３箇所に集合し，エル・シレン 

シオ地区へ行進予定 

（２） グアイド議長が呼び掛ける，野党支持者によるデモ集会 

ア 目的 

  自由と民主主義を取り戻し，マドゥーロによる大統領職の奪取を終わらせるため。 

イ 開始日時 

  １月２３日（水）時間不明 

ウ 集合場所 

  現在のところ不明 

 

２ 注意事項 

（１） デモ行進のルートによっては，与党及び野党が衝突して暴徒化する恐れがあり，これを 

鎮圧するため，治安機関や政府系武装集団（コレクティーボ）とも衝突する可能性も否めま 

せん。当日は，不要不急の外出を避けることが望ましいですが，やむを得ず外出する場合は， 

デモ行進には近付かないで下さい。 



（２） 治安機関は，一昨年，デモを制圧する際，催涙ガスを使用しており，催涙弾が人体に直 

撃して死亡する事件が発生しているほか，催涙弾の中には，劇症アナフィラキシーショッ 

ク死や視覚障害，脳障害を引き起こす可能性のあるガスも含まれています。そのため，催 

涙弾が使用される場面に遭遇した場合は，風上や建物内に避難するようにして下さい。 

（３）現下の厳しい経済状況や治安の悪化もあり，当面，夜間早朝の外出及び不要不急の外出は

極力控え，できる限り，食料品・飲料水等の備蓄に努め，やむなく外出せざるを得ない場合に

は，テレビ・ラジオ・インターネット等で，事前に外出先や経路の状況を確認するようにお願

いいたします。 

 


